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　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。

　ここに、中部飼料株式会社　第73期（2019年４
月１日から2020年３月31日まで）の中間株主通信
をお届けいたします。

　当中間連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・
所得環境の改善などを背景に景気は緩やかな回復基
調で推移しました。しかしながら、米中貿易摩擦の
激化による企業の生産活動や輸出の減速、消費税率
引き上げの影響など、先行きは不透明な状況にあり
ます。
　飼料業界におきましては、主原料のとうもろこし
価格が下落基調で推移したことや為替相場が円高基
調で推移したことなどを受けて、４月及び７月に配
合飼料価格を値下げしました。しかしながら、米国
の天候不順により５月にとうもろこし価格が急騰す
るなど、原料ポジションは悪化しました。市場環境
におきましては、鶏卵の生産調整、家畜の疾病、災
害等の影響で厳しい状況となりました。また、畜産
家の寡占化に伴うメーカー間の競争激化も相まって、

株主の皆様へ
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売上高 903億円（前年同期比2.4%減）
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中間 期末

営業利益 25億円（前年同期比1.2%増）

代表取締役社長  平 野　晴 信
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厳しい事業環境は続いております。
　このような状況のなか、当社はお客様の利益に貢
献する差別化飼料の拡販やお客様とともに課題を見
つけ出しこれを解決する提案営業の強化、生産性向
上活動の継続などにより、業績の向上に努めてまい
りました。
　その結果、当中間連結累計期間の業績は、売上高
は、主力の飼料事業の販売量が前年同期を下回った
ことなどにより、前年同期比2.4％減の903億50百
万円となりました。営業利益は、売上総利益率が低
下したものの、販売費及び一般管理費の減少などに
より、前年同期比1.2％増の25億57百万円となりま
した。経常利益は、前年同期比3.4％増の27億86百
万円、親会社株主に帰属する中間純利益は、特別利
益に投資有価証券売却益を計上したことなどにより
増益幅が拡大し、前年同期比11.6％増の20億53百
万円となりました。
　また、2020年３月期の通期見通しにつきまして
は、売上高1,870億円（前期比0.0％増）、営業利益
45億円（前期比10.4％減）、経常利益48億円（前期
比10.3％減）、親会社株主に帰属する当期純利益35
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経常利益 27億円（前年同期比3.4%増）
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3,795
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親会社株主に帰属する中間(当期)純利益
20億円（前年同期比11.6%増）

億円（前期比7.8％減）を見込んでおります。
　当社はROE引き上げに向けた経営目標である畜産
飼料販売量330万トン、売上高営業利益率３％の達
成に向けて、以下の方策に継続して取り組んでまい
ります。
セグメント別の業績は、次のとおりであります。
　顧客価値の創造に貢献するため、お客様との取組
をさらに強化し、新製品及び差別化飼料の開発・製
造をより一層推進してまいります。また、新設した
釧路工場を活用してお客様に貢献することで、さら
なる拡販を図り、業績の向上を目指します。

　株主の皆様には、一層のご支援ご鞭撻を賜ります
ようお願い申し上げます。

2019年12月
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セグメント別概況

飼料
83.2％

（751億63百万円）

その他
5.3％
（47億51百万円）

コンシューマー・
プロダクツ
11.5％（104億35百万円）

セグメント別
売上高構成比

飼料
86.8％

（27億１百万円）

その他
12.8％（３億99百万円）

コンシューマー・
プロダクツ
0.4％
（11百万円）

セグメント別
利益構成比

飼料 畜水産飼料の製造販売

業績
売上高は、前年同期比3.6％減の751億63百万円となりました。主な要因は、
厳しい市場環境を受けて自社製品の伸び率が鈍化したことと受託数量減少によ
り飼料販売量が前年同期を下回ったこと、さらに平均販売価格が下落したため
であります。セグメント利益は、販売量が減少したものの、販売費及び一般管
理費の減少や差別化飼料による利益率向上などにより、前年同期比6.5％増の
27億１百万円となりました。

第72期中間

78,002

第72期中間

2,535

第73期中間

75,163

第73期中間

2,701

売上高 （単位：百万円） セグメント利益 （単位：百万円）養鶏用飼料

養豚用飼料

養牛用飼料

養魚用飼料
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業績

業績

売上高は、畜産物及び特殊卵の販売量が増加したことなどに
より、前年同期比7.0％増の104億35百万円となりました。
セグメント利益は、ペットフード事業において、物流コスト
の上昇及び価格競争の激化などにより利益率が低下したため、
前年同期比85.5％減の11百万円となりました。

売上高は、前年同期比0.9％減の47億51百万円、セグメント
利益は、前年同期比4.0％増の３億99百万円となりました。
畜産用機器事業において、旺盛であった需要が一服したこと
や同業他社との競争激化により販売台数が減少したものの、
経費削減で減益幅を縮小しました。また、その他の事業の利
益が増加したことにより増益となりました。

第72期中間

9,749

第72期中間

79

第73期中間

10,435

第73期中間

11

売上高 （単位：百万円） セグメント利益 （単位：百万円）

第72期中間

4,792

第72期中間

383

第73期中間

4,751

第73期中間

399

売上高 （単位：百万円） セグメント利益 （単位：百万円）

消費者向けの畜水産物の販売、ペットフードの製造販売コンシューマー・プロダクツ

畜産用機器の販売、肥料の製造販売、不動産賃貸、保険代理業その他
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中間連結財務諸表

● 中間連結貸借対照表 （単位：百万円）
前期末

（2019年３月31日）
当中間期末

（2019年９月30日）
前期末

（2019年３月31日）
当中間期末

（2019年９月30日）
（ 資 産 の 部 ）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機 械 装 置 及 び 運 搬 具

工 具、 器 具 及 び 備 品

土 地

リ ー ス 資 産

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

退 職 給 付 に 係 る 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

51,820

4,613

34,393

2,889

799

7,843

1,611

△329

29,396

23,431

6,052

5,503

867

8,525

8

2,475

336

5,628

4,641

22

1,190

△225

49,311

9,073

27,678

2,774

625

7,655

1,713

△210

31,431

25,647

6,024

5,161

942

8,836

7

4,674

339

5,444

4,520

2

1,029

△109

（ 負 債 の 部 ）
流 動 負 債 20,243 18,225

買 掛 金 14,301 12,044
短 期 借 入 金 588 455
１年内返済予定の長期借入金 1,338 1,065
未 払 法 人 税 等 666 876
賞 与 引 当 金 424 578
役 員 賞 与 引 当 金 64 −
そ の 他 2,860 3,205

固 定 負 債 7,642 7,552
長 期 借 入 金 5,030 4,772
債 務 保 証 損 失 引 当 金 38 35
退 職 給 付 に 係 る 負 債 594 589
資 産 除 去 債 務 86 86
そ の 他 1,893 2,068

負 債 合 計 27,886 25,778
（ 純 資 産 の 部 ）

株 主 資 本 51,772 53,431
資 本 金 4,736 4,736
資 本 剰 余 金 4,356 4,356
利 益 剰 余 金 42,715 44,374
自 己 株 式 △35 △35

その他の包括利益累計額 916 894
その他有価証券評価差額金 938 904
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △1 21
為 替 換 算 調 整 勘 定 △33 △42
退職給付に係る調整累計額 13 11

非 支 配 株 主 持 分 641 637
純 資 産 合 計 53,330 54,963

資 産 合 計 81,216 80,742 負 債 純 資 産 合 計 81,216 80,742
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● 中間連結損益計算書 （単位：百万円）
前中間期

2018年４月１日から（2018年９月30日まで）
当中間期

2019年４月１日から（2019年９月30日まで）
売 上 高 92,544 90,350
売 上 原 価 84,271 82,438

売 上 総 利 益 8,272 7,912
販売費及び一般管理費 5,746 5,354

営 業 利 益 2,526 2,557
営 業 外 収 益 221 247

受 取 利 息 2 0
受 取 配 当 金 118 113
持分法による投資利益 21 30
貸 倒 引 当 金 戻 入 額 1 0
債務保証損失引当金戻入額 − 2
そ の 他 76 99

営 業 外 費 用 52 18
支 払 利 息 15 15
債務保証損失引当金繰入額 28 −
為 替 差 損 3 1
そ の 他 5 2

経 常 利 益 2,694 2,786
特 別 利 益 12 109

固 定 資 産 売 却 益 4 6
ゴ ル フ 会 員 権 売 却 益 − 102
補 助 金 収 入 8 −

特 別 損 失 21 3
固 定 資 産 除 売 却 損 5 3
ゴ ル フ 会 員 権 評 価 損 1 0
災 害 に よ る 損 失 15 −

税金等調整前中間純利益 2,685 2,891
法人税、住民税及び事業税 838 836
法 人 税 等 調 整 額 △11 5
法 人 税 等 合 計 827 841
中 間 純 利 益 1,857 2,050
非支配株主に帰属する中間純利益 17 △2
親会社株主に帰属する中間純利益 1,840 2,053

● 中間連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）
前中間期

2018年４月１日から（2018年９月30日まで）
当中間期

2019年４月１日から（2019年９月30日まで）
営 業 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 1,852 8,724

投 資 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △2,472 △3,200

財 務 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 83 △1,059

現 金 及 び 現 金 同 等 物 に
係 る 換 算 差 額 3 △4

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
増 減 額 （ △ は 減 少 ） △533 4,459

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
期 首 残 高 5,484 4,603

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
中 間 期 末 残 高 4,951 9,063

詳細情報は 中部飼料IR 検索
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◇新工場＜釧路工場＞の竣工

クローズアップ ＜マルナカ＞

2019年９月27日
釧路工場の竣工式を
行いました。

釧路工場竣工式の様子

釧路工場の概要

・所在地 釧路市西港１丁目98番41
・建築面積 4,300㎡
・投資額 約63億円
・製造能力 年間24万トン
・対象畜種 養鶏用、養豚用、養牛用
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　広大で畜産業が盛んな北海道において、北海道工場（苫小牧市）
に続く２つ目の工場を新設し、安定供給体制を強化しました。
　また、釧路工場は、更なる生産性の向上・品質の安定化を実現す
るため、IoTやAI技術を取り入れた次世代の飼料工場でもあります。

　当社は、お客様に寄り添い、と
もに成長していくことを理念に、特
性ある飼料で出来た安全・安心で
美味しい畜水産物を国内外にお届
けできるよう日本の畜水産業の発
展に引き続き貢献してまいります。

◇安定供給体制の強化

◇お客様とともに成長を続ける
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株式の状況

株式状況（2019年9月30日現在）

■所有者別株主比率 ■所有者別株式比率

■発行可能株式総数 80,000,000株
■発行済株式の総数 30,371,908株
■株主数 4,972名
■大株主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
千株 ％

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 2,063 6.80
日本生命保険相互会社 1,486 4.90
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,098 3.62
株式会社三菱ＵＦＪ銀行 1,000 3.29
豊田通商株式会社 945 3.11
日本ハム株式会社 945 3.11
伊藤忠飼料株式会社 945 3.11
平野殖産株式会社 893 2.94
株式会社横浜銀行 815 2.68
東京海上日動火災保険株式会社 754 2.48

（注）持株比率については、自己株式（54,792株）を控除して算出しております。

金融機関
0.6％

外国法人等
2.5％

個人・その他
93.2％

自己名義株式
0.0％

金融商品
取引業者
0.4％

その他の法人
3.3％

金融機関
29.1％

その他の法人
35.1％

個人・その他
21.8％

外国法人等
13.2％

金融商品
取引業者
0.6％

自己名義株式
0.2％
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会社概要・拠点紹介

仕入部
食肉チーム
鶏卵事業部 関東営業所

肥料部 武豊工場
肥料部 名古屋営業所

鶏卵事業部 名古屋営業所

加茂研究所

本社

大府研究所

帯広営業所
しらおい牧場

東北アンサーファーム

南東北営業所

大井川試験場
水産部 静岡工場

水産部
四国営業所 鶏卵事業部 関西営業所

水産部 九州営業所

釧路工場

八戸工場

鹿島工場
肥料部 関東営業所

水島工場
肥料部 西日本営業所

知多工場
水産部 名古屋営業所

志布志工場

北海道工場

肥料部 神栖工場

会社概要（2019年9月30日現在）

■ 会 社 名 中部飼料株式会社
CHUBUSHIRYO CO., LTD.

■ 本店所在地 名古屋市中区錦二丁目13番19号

■ Ｔ Ｅ Ｌ 052−204−3050

■ 設 立 1949年３月24日

■ 資 本 金 4,736百万円

■ 取締役及び監査役
代表取締役会長 　 平 野 　 宏
代表取締役社長 　 平 野 晴 信
取締役副社長 　 藤 田 京 一
専 務 取 締 役 　 牧 田 健 二
取 締 役 　 伊 藤 敏 宏
取 締 役 　 全 屋 和 夫
取 締 役 　 小 林 洋 哉
取 締 役 　 酒 井 映 子
常 勤 監 査 役 　 若 山 茂 樹
監 査 役 　 岩 佐 和 彦
監 査 役 　 亀 井 　 淳
監 査 役 　 柴 垣 信 二

（注）  取締役小林洋哉及び酒井映子並びに監査役岩佐和彦 
及び亀井淳並びに柴垣信二は、社外役員であります。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

株主メモ

事 業 年 度 ４月１日〜翌年３月31日
期末配当金受領株主
確 定 日 ３月31日

中間配当金受領株主
確 定 日 ９月30日

定 時 株 主 総 会 毎年６月
株 主 名 簿 管 理 人
特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1−1
℡　0120−232−711（通話料無料）
郵送先　〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号

上 場 証 券 取 引 所
公 告 の 方 法

東京証券取引所・名古屋証券取引所
電子公告により行う
公告掲載URL　https://www.chubushiryo.co.jp/

（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済
新聞に公告いたします。）

（ご注意）
１．株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理

機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理
人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座管理機関となっております
ので、上記特別口座の口座管理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店
にてもお取次ぎいたします。

３．未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いいたします。

ホームページのご案内
当社のホームページでは、会社概要やIRの最新情報
などをご参照いただけます。
なお、スマートフォンにも対応しております。

https://www.chubushiryo.co.jp/


